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連合総研では、2007 年度より実施しているシリーズ研究「21 世紀の日本の労働組合活動に関する

調査研究委員会」の 2 年目の研究テーマとして、「地域労働運動ルネッサンス－地域に根ざした顔の見

える労働運動」を設定し、2008 年 12 月に調査研究委員会（主査：中村圭介東京大学社会科学研究所

教授）が発足した。研究委員会では、連合総研研究員が、先進的な活動を行っている地方連合・地協

に対して、中村圭介主査、呉学殊委員（労働政策研究・研修機構）とともに聞きとり調査を実施する

ことによって得られた知見をもとに、今後の地域における社会運動・労働組合運動のあり方を検討し

てきた。け 

 本報告書は、聞きとり調査で得た成果を踏まえて、中村主査による「総論」、呉委員による「総括」

に続いて、10 のモデル地協について具体的な取り組み事例を紹介した。事例紹介の中では、ヒアリン

グ調査で明らかとなった、地協が抱える地域労働運動についての課題や悩みとともに、地域や構成組

織・組合員の理解と協力を得るための様々な工夫等を中心に記述を行った。 
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